
名古屋大学・㈱ＺＭＰ連携による

自動走行の公道実証実験(計画案)
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自動走行が実用化され
車が滅多に交通事故を
起こさないようになれば

高齢者と環境に優しい
安心安全で低コストな
街づくりを実現できる！

高齢化社会における新たな街づくり、交通ビジネスも生まれる！

名古屋大学、愛知県、自動車メーカーの産学官連携により、国内初の公道（特区）を使った自動走行の実証実験を目指す。
実証実験を行うことで大学・企業・研究所が集まる場をつくり、オールジャパン体制で「信号のいらない交通」を創出する。

製品・サービス化の戦略と将来展望

名古屋ガイドウェイバス「ゆとりーとライン」と
連動した実証実験フィールド

バス優先道路 田舎道路ガイドウェイ

イオンナゴヤドーム前 イオン守山病院

東海4県３市提案「『国家戦略特区』モノづくり産業強靭化スーパー特区」



走行経路計画

ガイドウェイ高架軌道

市バス優先道路

1車線道路

資料２

スケジュールイメージ

初年度 ２年度目 ３年度目 FY

収集データの解析と評価手法の開発と改良

Phase 0.多様な交通状況と模範となる運転操作の分
析とレギュレーション策定

自動運転
評価デモ

自動運転システムや要素技術の長期公道実証実験によるデータ収集 実証実験の評価・検証

性能基準の策定と改訂，認定基準を策定

４年度目 ５年度目

自動運転システム，要素技術の評価用実験車の開発と改良

実証実
験公開

自動運転
認定車両・
技術デモ

Phase 1.自動運転車両のレギュレーション評価（Phase 2～4の車両の評価）

Phase 2.学内等での開発実験

Phase 3. 統制された環境下での実証実験

Phase 4.実環境下での実証実験

Phase 5.自動運転実験システムの乗車・受容性評価

一部事業化できるもの
を抽出し、実用化）


